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開会

会長挨拶

議案

議案第1号 農地法第３ 条の規定によ る 許可申請について

議案第2号 農業経営基盤強化促進法に基づく 農地利用集積計画の承認について

議案第3号 吉賀農業振興地域整備計画の変更について
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本日の欠席の方は、 三井さ ん、 見川さ ん、 田村さ んは今の所連絡はいた だいて な

いのですが、 本廣さ んのお休みです。 農業委員さ ん１ ２ 名の内今のと こ ろ ９ 名出席

と いう 事で、 会議が成立し て いる こ と を 、 ご 報告いた し ま す。  

 そ れでは、 会長にご 挨拶いた だいて 、 引き 続き 、 議長と し て 議案審議に移っ て い

た だけ た ら と 思いま すので、 よ ろ し く お願いし ま す。  

 

議事録署名委員と し て 尾﨑委員、 正木委員を 指名し ま す。  

議案第 1 号 農地法第３ 条の規定によ る 許可申請について 、 を 議題と いた し ま す。

事務局、 説明を お願いし ま す。  

 

議案第１ 号１ 番について 説明し ま す。  

農地の所在は○、 地目は畑、 面積○㎡です。  

譲渡人は○○さ ん、 ○の方、 譲受人は○○さ ん、 ○の方です。  

今回の申請地は○から 北東に約○ｍ のと こ ろ です。  

譲受人は、 こ の農地で野菜を 栽培さ れる そ う です。 機械は草刈り 機を 所有さ れて

いま す。  

無償譲渡さ れる そう です。  

○○さ んは周辺の農業経営方針を 確認し て 耕作さ れる そ う な ので問題な いと 思い

ま すが、 万が一苦情が出た 場合は責任を も っ て 対処する と のこ と です。  

以上ご 審議を お願いし ま す。  

 

そ れでは、 議案第１ 号の１ ですが、 今説明し た と おり でご ざ いま す。 現地の確認

も し て おり ま すので、 河口委員さ ん、 よ ろ し く お願いし ま す。  

 

おはよ う ご ざ いま す。 先週、 現地を 確認し ま し た 。 ○㎡の方は、 現在は防草シ ー

ト 等で荒れな いよ う に管理さ れて いま し た 。  

面積が面積な ので、 ト ラ ク タ ーは入ら な いので管理機等は近隣の方から 借り ら れ

る と いう 事な ので、 こ の地でジ ャ ガイ モや玉ねぎ を 作り た い、 と いう 事でし た 。  

以上です。  

 

はい、 あ り がと う ご ざ いま し た 。  

 

そ れでは続けて 議案２ 番の方を 説明し ま す。  

農地の所在は○、 地目は畑、 面積○㎡です。  

譲渡人は○○さ ん、 ○の方、 譲受人は○○さ ん、 ○○の方です。  



 

 

 

 

議 長 

 

河口委員 
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議 長 

 

今回の申請地は先ほど の１ 番の近く にあ る 農地です。  

無償譲渡さ れる そう です。  

譲受人は、 こ の農地で野菜を 栽培さ れる そ う です。 以上ご 審議を お願いし ま す。  

 

こ れも 河口委員さ んの担当にな り ま すので、 よ ろ し く お願いし ま す。  

 

引き 続き ですが、 住宅を 購入する 際の付随農地と いう 事を 聞いた のですが。  

１ 番の農地から ○ｍ く ら いの距離な ので、 特に問題な いと 思いま す。  

ト ラ ク タ ーも 入れま す。  

以上です。  

 

はい、 あ り がと う ご ざ いま し た 。  

現地は以上のよ う な 結果でご ざ いま す。  

そ れでは、 議案１ 号の１ と ２ 含めま し て 、 皆さ んの意見を 受けた いと 思いま す。  

ご 意見のあ る 方、 挙手を も っ て 、 よ ろ し く お願いし ま す。  

 

はい、 そ れではご 意見も な いよ う でご ざ いま すので、 裁決に移ら せて いた だき ま

す。  

議案第１ 号・ ２ 号含めま し て 農業委員さ んの賛成の方の挙手を 求めま す。  

はい、 あ り がと う ご ざ いま す。 全員賛成でご ざ いま すので、 認可さ れま し た 。  

 

議案第１ 号３ 番について 説明し ま す。  

農地の所在は○、 地目は田、 面積○㎡、 以下合計○筆で、 合計面積は○㎡です。  

譲渡人は○○さ ん、 ○の方、 譲受人は○○さ ん、 ○の方です。  

今回の申請地は○から ○を 挟んだ向かい側の農地と 、 ○を 渡っ た と こ ろ の近く に

あ る 農地です。  

譲受人は、 こ の農地で水稲と 野菜を 栽培さ れる そ う です。 機械はト ラ ク タ ーと コ

ン バイ ン 等を 所有さ れて いま す。  

無償譲渡さ れる そう です。  

○○さ んはご 主人の○○さ んと 一緒に作業を さ れる そ う で、 周辺の農業経営方針

を 確認し て 耕作さ れる そ う な ので問題な いと 思う が、 万が一苦情が出た 場合は責任

を も っ て 対処する と のこ と です。  

以上ご 審議を お願いし ま す。  

 

こ の○の案件につき ま し て 、 担当の河口さ ん、 よ ろ し く お願いし ま す。  
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議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

こ れも 先週確認し ま し た 。 こ の農地は私も よ く 知っ て いる 農地で、 ち ゃ んと 水路

の管理も でき て いる ので、 耕作には問題あ り ま せん。 で、 ○○さ んと ○○さ んが、

も う こ の近辺で同じ 水利系統で田んぼを 耕作し て おり ま し て 、 特に何年も 見て いま

すが問題はな いと 思いま す。  

以上です。  

 

はい、 あ り がと う ご ざ いま し た 。 そ れでは、 議案第１ 号３ 番の案件につき ま し て

ご 意見のあ る 方、 挙手を 以っ て 発言よ ろ し く お願いし ま す。  

はい、 よ ろ し いですか？それでは採決の方に移ら せて いた だき ま す。  

農地法３ 条の議案第１ 号３ 番につき ま し て 、 賛成の農業委員さ んの挙手を 求めま

す。  

はい、 あ り がと う ご ざ いま す。 全員賛成でご ざ いま すので認可さ れま し た 。  

 

議案第２ 号 農業経営基盤強化促進法に 基づく 農地利用集積計画の承認に つい

て 、 を 議題と いた し ま す。 事務局、 説明を お願いし ま す。  

 

議案第２ 号について 説明し ま す。  

こ の農用地利用集積計画と いう のは農地に利用権を 設定する も のにな り ま す。  

 基盤法の審査基準によ り 、 耕作すべき 農地のすべて を 効率的に利用し て 耕作を 行

う と 認めら れる こ と 、 農業に対し 意欲と 能力があ る こ と 、 な ど ご 審議いた だけ れば

と 思いま す。  

 新規のみ読み上げま す。  

≪読み上げ≫ 

以上ご 審議を お願いし ま す。  

 

はい、 利用権設定の事につき ま し て 、 事務局よ り 説明があ り ま し た 。 全体を 通し

ま し て ご 意見を 求めた いと 思いま す。 ご 意見のあ る 方、 挙手を 求めま す。  

ご 意見、 ご ざ いま せんか？無いよ う でし た ら 採決の方に移ら せて いた だき ま す。  

第２ 号議案の利用権設定につき ま し て 、 賛成の農業委員さ んの挙手を 求めま す。  

はい、 あ り がと う ご ざ いま す。 全員賛成でご ざ いま すので認可さ れま し た 。  

 

議案第３ 号 吉賀農業振興地域整備計画の変更について 、 を 議題と し ま す。 事務

局説明を お願いし ま す。  

 

議案第３ 号について 説明し ま す。 議案書の９ ページ 、 併せて 別冊の資料を ご 覧い

た だき た いと 思いま す。  
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農業振興地域整備計画と は、 農業の健全な 発展を 図る と いう 目的のも と 、 そ の地

域の整備に必要な 施策を 計画的に推進する た めに立て ら れて いる 計画です。  

こ のた び町が定めて おり ま す農業振興地域整備計画の中で、 農業を 振興する 区域

と し て 指定し て いる 「 農用地区域」 から 、 別の用途に利用する た め除外する こ と に

ついて 、 農業委員会の意見を 求めら れて おり ま す。  

議案書の１ ０ ページ を ご 覧く ださ い。 こ ち ら に記載さ れて いる 農地について 、 農

用地区域から の除外申請が出て おり ま す。 場所は○、 地目が畑、 面積○㎡、 以下合

計○筆、 合計面積○㎡です。 事業計画者は○の○○さ んです。 農用地区域から の除

外の理由は、 墓地の移設です。  

次に、 別冊の資料を ご 覧く ださ い。  

３ ページ 目に、 位置図を つけ て おり ま す、 ま た 次のページ に航空写真を つけ て い

ま すのでご 覧く ださ い。 こ こ の農地は第２ 種農地と 判断さ れま すので、 代替地がな

い場合には転用が認めら れる こ と にな っ て いま す。  

う し ろ の２ ページ には現地の写真を のせて いま すが、 ３ 筆に分け て 他に２ 名の方

に農地を 譲り 渡し て 墓を 建て る 計画です。  

こ の振興計画の変更について 今後の流れを 申し 上げま すと 、 農業委員会や土地改

良区等の意見を 踏ま え て 、 町が県と 協議し ま す。 協議が整いま し た ら 公告を し て 計

画が変更さ れる こ と にな り ま す。 農業振興地域の農用地区域から 除外がさ れま すと 、

そ の後、 転用申請が出て く る こ と にな り ま す。  

転用申請が出て き た 際には改めて ご 審議いた だく こ と にな り ま す。  

説明は以上と な り ま す。 こ の案件について ご 協議いた だき 、 農用地から 除外する

こ と に対し て の意見を 町へ返す事にな り ま す。  

以上ご 審議を お願いし ま す。  

 

説明は以上のよ う な 事でご ざ いま す。  

こ の現地に際し ま し て 地元の農業委員さ ん、 現地を 確認し て いた だいて おり ま す。 

すみま せん、 茅原委員さ んよ ろ し く お願いし ま す。  

 

○と いう か、 山の方に寄っ た 方の土地で、 ○さ んの番地が○と ○が○さ んの番地

で、 上側に○と いう 番地の土地があ る のですが、 そ の上に○と いう 番地があ る ので

すが、 そ の○を ４ つに分け て ○と ○. ○. ○と ４ つに分け て 、 墓地にする そ う です。

３ つは墓地にし て 、 残り は茶畑のよ う な 形で残し て おく と いう 事です。  

別の山に近い方で３ 軒分の墓を 作る と いう こ と ですので、 問題はな いですが、 一

番の問題は、 墓が近く にでき る ○さ んの○じ ゃ な いかと 思いま すが、 ○さ んも いい

と いう 事でし た ので、 別に問題な いと 思いま す。  

以上です。  



 

議 長 
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あ り がと う ご ざ いま し た 。  

現地の方は以上のよ う な 事でご ざ いま す。  

みな さ んのご 意見を 受け た いと 思いま す。 ご 意見のあ る 方、 挙手を も っ て 、 よ ろ

し く お願いし ま す。  

よ ろ し いでし ょ う か？よ ろ し ければ採決の方に移ら せて いた だき ま す。 そ れでは、

第３ 号議案につき ま し て 、 整備計画の方につき ま し て 、 賛成の農業委員さ んの挙手

を 求めま す。  

はい、 あ り がと う ご ざ いま し た 。 全員賛成でご ざ いま すので第３ 号議案は認可さ

れま し た 。  

承認議案の方は以上でご ざ いま す。  

４ 番の方のその他に移ら せて いた だき ま す。  

報告第 1 号 農地法第 18 条第 6 項の規定によ る 届出について 、 事務局よ り 説明お

願いし ま す。  

 

１ １ ページ を ご 覧く ださ い。 こ の農地法第 18 条第 6 項の届出は、 農地の貸し 借り

がさ れて いた も のが合意解約さ れた 案件の届出です。  

場所は○で○○さ んから ○○に貸し て いた 農地の解約です。  

以上で説明を 終わり ま す。  

 

続き ま し て 、 報告第２ 号について 説明し ま す。  

 

農業用施設を 建設する 場合の届出について です。  

 

こ の届出は、 自分で耕作する 農地に２ ０ ０ ㎡未満の農業経営施設を 建設する 場合

は、 農地転用許可は不要ですが、 農地の転用届を 出し て いた だき ま す。 こ の度そ の

届が出さ れた ので報告し ま す。  

農地の所在は○、 現況畑、 農地の面積○㎡、 届出人が○○さ ん、 ○の方です。 目

的は作業道と パイ プハウ ス です。 ハウ ス の中はコ ン ク リ ート で固めて 資材置場にす

る そ う です。 転用面積○㎡です。 すでに作ら れて いる も のも あ る そ う で、 追認と な

り ま す。  

以上ご 報告いた し ま す。  

 

 はい、 報告事項ではご ざ いま すが、 ご 意見があ れば受けた いと 思いま す。  

あ る 方、 挙手を お願いし ま す。 よ ろ し いですか？ 

はい。 以上、 本日の提出し ま し た 議案につき ま し て 、 終了し た いと 思いま す。  

 



 

 

 

河野委員 

 

 

齋藤 

 

 

 

 

 

 

河野委員 

 

堀田 

 

 

河野委員 

 

齋藤 

 

河野委員 

 

 

齋藤 

 

茅原 

 

齋藤 

 

河野委員 

 

齋藤 

 

 

午前  ９  時  ２ ７ 分閉会 

「 農地等の利用最適化の推進に関する 指針（ 案）」  

 

参考資料の「 担い手の育成・ 確保」の令和 6 年の主業農家が 40 戸と な っ て いま すね？ 

担い手の方の 29 と 6 と 11 を 足し た ら 46 にな り ま す。  

 

こ ち ら の参考資料の担い手の確保ですが、 そ の主業農家数の 40 戸の中には、 集落営

農の 11 団体は含ま れな いと いう 事です。  

29 足す 6 で 35 でち ょ っ と 違う んですが、こ れプラ ス 何人か認定農業者でな い方も 含

めて 40 戸と いう 事です。  

 目標も 、 同じ よ う に集落営農組織は含めずに認定農業者プラ ス 認定新規就農者プ

ラ ス そ の他の方と いう 事です。  

 

 主業農家と はど う いう こ と でし ょ う か？定義と し て は 

 

 農業所得が主で、 農家所得の 50％以上が農業所得、 １ 年間に 60 日以上自営農業に

従事し て いる 65 才未満の世帯員と いう 定義にな っ て おり ま す 

 

 新規参入者はのべ人数ですか？ 

 

 のべじ ゃ な いと 思っ て いま すけ ど 、 のべと いう のは？ 

 

 令和 14 年には新規参入者が 20 人吉賀町に来て 地域就農し ま すよ 、 と いう イ メ ー

ジ ですか？ 

 

 はい、 そ う いう イ メ ージ です。  

 

 ち ょ っ と 多い事な いですか？ 

 

 現状６ 人を 含めて 最終的に 20 人。  

 

 のべですね。  

 

 そ れを 「 のべ」 と いう のですね。 すみま せん。  

こ れは、 去年町で作成し た 「 町の農業振興ビ ジ ョ ン 」 にそ のよ う な 計画で載せて あ

り ま すので、 そ の数字に合わせて ま す。  



 


